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2024年9月10日 

株式会社クボタケミックス 

 

塩ビ排水配管における伸縮処理のための伸縮継手設置基準について 

 

Ⅰ．塩ビ管の熱伸縮について 

   塩ビ管の線膨張係数は、約７×１０‐５／℃であり、温度変化１０℃に対して、長さ１ｍあたり 

０．７ｍｍ伸縮します。   （参考：塩ビ管の線膨張係数は表-１の通り鋼管の約４倍です。） 

表-１ 建築設備・排水用管材の線膨張係数 

管   種 線膨張係数（／℃） 

塩 ビ 管 約７×１０‐５ 

排水用塩ビライニング鋼管 約１．２×１０‐５ 

コ ー テ ィ ン グ 鋼 管 約１．２×１０‐５ 

排 水 鋳 鉄 管 約１．０４×１０‐５ 

 

Ⅱ．伸縮処理のための伸縮継手の設置について 

   塩ビ管は、前述の通り線膨張係数が大きく、環境温度・排水温度により、塩ビ管に伸縮が生じ、 

  その塩ビ管の伸縮は、ＤＶ継手などの排水継手に対して熱応力として働きます。 

このＤＶ継手などの排水継手が受ける熱応力は、環境温度・排水温度の変化に応じて、継続的に 

繰り返し働き続け、配管条件によっては、最終的に排水継手が疲労破壊に至る場合があります。 

＜排水継手(DVおよびVUDV継手)メーカー９社のクレーム実態調査結果は次ページの通りです。＞ 

従いまして、伸縮継手を適切に設置頂き、塩ビ管の熱伸縮を吸収させ、継手に発生する熱応力を 

緩和させることにより、排水継手に発生する事故を未然に防ぐ方法を取って頂いております。  

 なお、伸縮継手の種類は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

                             

 

＊ 立て配管専用(差口VP内径) 

＊ 立ておよび横引き配管用(差口VU内径) 

＊ 立ておよび横引き配管用(差口VP内径) 

＊ 立ておよび横引き配管用(差口VP内径) 
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Ⅲ．排水継手（ＤＶおよびＶＵＤＶ継手）メーカー９社の同継手クレーム実態調査結果 

   以下は排水継手（ＤＶおよびＶＵＤＶ継手）メーカー９社において、1997年当時、数年間に亘り 

発生した５５件に対しての調査結果です。 

ところで参考ですが、排水継手（ＤＶおよびＶＵＤＶ継手）メーカー９社における同継手の年間 

生産量は、約数千万個と想定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-１ 破損状況 
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Ⅳ．伸縮継手の設置基準 

   塩化ビニル管・継手協会としての設置基準は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 排水立て配管管における伸縮継手の設置基準 
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＜排水立て配管における伸縮継手の設置例写真＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-１ 伸縮継手を各階ごとに１ヶ所設置した例（1982年施工･築26年） 

 

＜排水立て配管における伸縮継手無し配管の伸縮割れ事故例写真＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-２ 伸縮継手無し配管におけるＤＶ継手（DT75×50）の伸縮割れ事故例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 排水横引き配管における伸縮継手の設置基準 
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 ＜排水横引き配管における伸縮継手無し配管の場合のＤＴ１２５事故例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－３ 配管状況          写真－４ ＤＴ１２５割れ状況 

 

 

 ＜排水横引き配管における伸縮継手の不適切な位置への設置による事故例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 伸縮継手の不適切な位置への設置例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－６ 配管状況           写真－７ LT150×100割れ状況 

  

 

 

 

                      

伸縮継手 

伸縮継手 

伸縮継手 

伸縮継手 

伸縮継手 

伸縮継手は、排水継手の上流側に、直接接合

するか、あるいは出来るだけ近い位置に設置し

ないと伸縮処理の効果は発揮出来ない。 

右図の場合、継手と継手の中間に設置され、

伸縮継手の数量も少ないことから、写真-７の 

ＬＴ150×100伸縮割れ事故に繋がった。 

写真-5 伸縮継手の設置状況 
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Ⅴ．各種伸縮継手の「伸縮量」と「伸縮受持ち長さ」について 

１．差込ソケット（ＥＳ－Ａ）の「伸縮量」と「伸縮受持ち長さ」について 

（１）差込ソケット（ＥＳ－Ａ）承認図 

イ．差込ソケット（ＥＳ－Ａ）のＡ形（差口ＶＰ内径） 
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ロ．差込ソケット（ＥＳ－Ａ）のＢ形（差口ＶＰ内径） 
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ハ．差込ソケット・格好ＥＳ－ＤのＢ形（差口ＶＰ内径） 
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（２）「挿入長さ」と「伸縮量」 

各呼び径の「受口長さℓ 」「挿入長さＬ」「伸縮量」は表-2の通りです。 

 

 

呼び径 40 50 65 75 100 125 150 

ℓ  48 51 58 65 78 83 96 

Ｌ 35 40 50 55 65 70 75 

伸縮量 ±13 ±11 ±8 ±10 ±13 ±13 ±21 

                        ※ 伸縮量＝ℓ －Ｌ                     

（注）管差し口端面は、必ず面取りしてください。 

 

（３）差込ソケット（ＥＳ－Ａ）の「伸縮量」と「伸縮受持ち長さ」 

    差込ソケットの「伸縮量」に基づく、「伸縮受持ち長さ」を求める計算式は次の通りです。 

    

   Ｌ＝ΔＬ／（α・Δｔ）      Ｌ：伸縮受持ち長さ（ｍｍ） 

                      ΔＬ：伸縮量（ｍｍ） 

                       α：線膨張係数（塩ビ管の場合 ７×１０－5 ） 

                      Δｔ：温度差（℃） 

            

    各呼び径の「伸縮量」および「温度差別の受持ち長さ」計算結果は、表-３の通りです。 

 

表-３ 

呼び径 ４０ ５０ ６５ ７５ １００ １２５ １５０ 

伸縮量（ｍｍ） ±13 ±11 ±8 ±10 ±13 ±13 ±21 

受持ち長さ 

（ｍ） 

温度差30℃ 6.1 5.2 3.8 4.7 6.1 6.1 10.0 

温度差40℃ 4.6 3.9 2.8 3.5 4.6 4.6 7.5 

温度差50℃ 3.7 3.1 2.2 2.8 3.7 3.7 6.0 

 

（４）施工時からの「使用可能温度差範囲」 

    差込ソケットの「伸縮量」に基づく、単位管路長さ当たりの「施工時からの使用可能温度差 

範囲」を求める計算式は次の通りです 

 

     Δｔ＝ΔＬ／（α・Ｌ）       

 

    単位管路長さを４ｍとした場合の、「施工時からの使用可能温度差範囲」計算結果は、表-４の 

通りです。 

 表-４ 

呼び径 ４０ ５０ ６５ ７５ １００ １２５ １５０ 

伸縮量（ｍｍ） ±13 ±11 ±8 ±10 ±13 ±13 ±21 

使用可能温度差範囲（℃） 46.4 39.2 28.5 35.7 46.4 46.4 50以下 

  

 

 

 

 

 

 ℓ  

 表-２  
Ｌ 単位：mm 
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（５）差込ソケット（ＥＳ－Ａ）・伸縮量設定のための製品同梱「標線書き注意チラシ」について 
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２．ヤリトリ＜補修＞ソケット（ＥＳ－Ｂ）の「伸縮量」と「伸縮受持ち長さ」について 

 

（１）ヤリトリ＜補修＞ソケット（ＥＳ－Ｂ）承認図（差口ＶＰ内径） 
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（２）「挿入長さ」と「伸縮量」 

 各呼び径の「受口長さℓ 」「挿入長さℓ 1」「伸縮量」は、表-５の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-５              単位：ｍｍ 

呼び径 ５０ ６５ ７５ １００ １２５ １５０ 

ℓ  101 126 147 179 212 257 

ℓ 1 70 80 95 115 140 170 

伸縮量 ±31 ±46 ±52 ±64 ±72 ±87 

      ※ 伸縮量＝ℓ －ℓ 1   （注）管差し口端面は、必ず面取りしてください。     

 

 

（３）ヤリトリ＜補修＞ソケット（ＥＳ－Ｂ）の「伸縮量」と「伸縮受持ち長さ」 

     ヤリトリ＜補修＞ソケットの「伸縮量」に基づく、「伸縮受持ち長さ」を求める計算式は 

次の通りです。 

       Ｌ＝ΔＬ／（α・Δｔ）      Ｌ：伸縮受持ち長さ（ｍｍ） 

                       ΔＬ：伸縮量（ｍｍ） 

                        α：線膨張係数（塩ビ管の場合 ７×１０－5 ） 

                       Δｔ：温度差（℃）            

       各呼び径の「伸縮量」および「温度差５０℃受持ち長さ」計算結果は、表-６の通りです。 

  表-６ 

 呼び径 ５０ ６５ ７５ １００ １２５ １５０ 

伸縮量（ｍｍ） ±31 ±46 ±52 ±64 ±72 ±87 

受持ち長さ 

（ｍ） 

温度差30℃ 14.7 21.9 24.7 30.4 34.2 41.4 

温度差40℃ 11.0 16.4 18.5 22.8 25.7 31.0 

温度差50℃ 8.8 13.1 14.8 18.2 20.5 24.8 

 

（４）施工時からの「使用可能温度差範囲」 

     ヤリトリ＜補修＞ソケットの「伸縮量」に基づく、単位管路長さ当たりの「施工時からの使 

    用可能温度差範囲」を求める計算式は次の通りです 

 

Δｔ＝ΔL／（α・Ｌ）        

 

管路長さを１２ｍとした場合の「施工時からの使用可能温度差範囲」計算結果は、表-７の 

通りです。 

                     表-７                       

 呼び径 ５０ ６５ ７５ １００ １２５ １５０ 

伸縮量（ｍｍ） ±31 ±46 ±52 ±64 ±72 ±87 

使用可能温度差範囲（℃） 36.9 50以下 

 

                                              

 

 

 
 
ℓ  

ℓ １ 
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３．伸縮継手(ＳＬＲ)の「伸縮量」と「伸縮受持ち長さ」について 

（１）伸縮継手（ＳＬＲ）承認図（差口ＶＵ内径）・・・ＶＵ管およびＶＵＤＶ継手用 
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（２）「挿入長さ」と「伸縮量」 

 各呼び径の「受口長さＬ」「挿入長さＬ1」「伸縮量」は、表-８の通りです。 

 

 

 

 

 

 

                     表-８        単位：ｍｍ 

呼び径 １００ １２５ １５０ ２００ 

Ｌ ２０９ ２２７ ２７０ ３０８ 

Ｌ1 １４５ １５５ １８５ ２１０ 

ｂ ６ ８ １０ １２ 

伸縮量 ±６４ ±７２ ±８５ ±９８ 

※ 伸縮量＝Ｌ－Ｌ1     （注）管差し口端面は、必ず面取りしてください。 

 

（３）伸縮継手(ＳＬＲ)の「伸縮量」と「伸縮受持ち長さ」 

      伸縮継手(ＳＬＲ)の｢伸縮量」に基づく｢伸縮受持ち長さ」を求める計算式は次の通りです。 

       Ｌ＝ΔＬ／（α・Δｔ）      Ｌ：伸縮受持ち長さ（ｍｍ） 

                       ΔＬ：伸縮量（ｍｍ） 

                        α：線膨張係数（塩ビ管の場合 ７×１０－5 ） 

                       Δｔ：温度差（℃）   

          

        各呼び径の「伸縮量」および「温度差５０℃受持ち長さ」計算結果は、表－９の通りです。 

                      表－９            

呼び径 １００ １２５ １５０ ２００ 

伸縮量（ｍｍ） ±６４ ±７２ ±８５ ±９８ 

受持ち長さ

（ｍ） 

温度差30℃ 30.4 34.2 40.4 46.6 

温度差40℃ 22.8 25.7 30.3 35.0 

温度差50℃ 18.2 20.5 24.2 28.0 

 

（４）施工時からの使用可能温度差範囲 

     伸縮継手(ＳＬＲ)の｢伸縮量｣に基づく、単位管路長さ当たりの｢施工時からの使用可能温度 

範囲｣を求める計算式は次の通りです 

                      Δｔ＝ΔＬ／（α・Ｌ）       

     単位管路長さを１２ｍとした場合の「施工時からの使用可能温度差範囲」計算結果は、 

表-１０の通りです。  

                       表-１０           

呼び径 １００ １２５ １５０ ２００ 

伸縮量（ｍｍ） ±６４ ±７２ ±８５ ±９８ 

使用可能温度差範囲（℃） ５０以下 

                

       

― 以 上 ― 

 

 


